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１８８３年頃の大規模実験。
成長も同程度で、健康な羊１００頭を準備した。
５０頭ずつ２つの群に分け、
A群を対照群、B群を実験群とした

Ａ B
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Ａ B

A群には生理食塩水を入れ、
B群には弱毒化処理の狂犬病ワクチンを入れた。

Ａ B

この様子は、報道機関の目の前で、
同時に行われた。

Ａ B

数日後、A群・B群に不健康な羊が
いないことを確認した。

Ａ B

A群・B群、全て同量の狂犬病羊の体液を注入した。
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Ａ B

A群の羊が全て、狂犬病を発症して死亡した。
B群の羊は、すべて生存した。

Ａ B

この大規模実験により、病原体に対する生体防御として免
疫現象が存在し、ワクチンにより発症を免れることができる
として、世界中からパスツール研究所に患者が集まった。
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